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研究所・啓発部会／人権啓発の歴史研究会《第二回》 ご案内

少雨の梅雨かと思えば、一転大雨とめまぐるしく変わる気候に戸惑いを覚えますが、皆さまいか
がおすごしでしょうか。
７月１日、「人権啓発の歴史研究会」の初会合を２０名の参加者で開催しました。主報告を上杉

孝實（京都大学名誉教授、研究所理事）にお願いし、「戦後の民主化教育の立ち上げから社会同和教
育へ～黎明期から同対審答申へ」というテーマで問題提起をしていただきました。とりわけ、黎明
期の社会教育の流れがくわしく報告されました。
今日的な人権啓発の課題（協働討議を主軸にした問題解決型学習）が、戦後の民主教育の当初か

ら「生活学習」や「共同学習」という形で存在していたこと、しかしながら、それが直接的に部落
問題学習につながらなかった理由や時代の限界が報告されました。（詳しくは、『研究所通信』８月
号に報告）
第２回目の研究会を下記の要領で開催いたします。多くの皆さまの参加をお待ちしています。

（出欠は裏面ファクシミリで）

啓発部会／第２回『人権啓発の歴史研究会』
～研究テーマ『戦後の人権啓発の歴史と展望』～

日程／2005 年 ９月６日（火） １３：３０～１６：３０
会場／大阪人権センター（芦原橋）
①主報告：大賀正行（部落解放・人権研究所／名誉理事）

「部落解放運動が人権啓発活動に何を提起したのか？
～国策樹立闘争から特別措置法時代へ」

②討論・意見交換など

★今後の研究報告（案）
・「人権啓発活動の推進 ～さまざまな取り組みと困難点」（社会教育の現場〈先達〉から）
・「学校における同和教育が社会教育に与えた影響」（全同教関係者など）
・「多様な人権啓発の手法の開発 ～地域小規模学習・懇談会など」（担当者体験談など）
・「新たな人権教育時代～同和教育と人権教育の統合」（人権啓発実践者の立場から）
・「語りあう人権啓発の新趣向～おとなの学びとは？」（部落解放・人権大学の実践から）

◎事務局：部落解放・人権研究所／白井、松阪（℡０６－６５６８－１３０１）
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・ 出席します ・ 欠席します

（1）お 名 前 （ふりがな）

（2）連 絡 先 （勤務先または自宅）

〒 －

TEL （ ） FAX （ ） E-mail

（3）所属

・ 啓発部会々員

・ 解放大学・自己啓発助言者

・ その他 〔 〕

（4）メッセージ


